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医院だより  

      
 

 
 

             
 

 

八
月 

別
名 

葉
月
（は
づ
き
）・建
酉
月
（け
ん
ゆ
う
げ
つ
）・

仲
秋
（ち
ゅ
う
し
ゅ
う
） 

中
国
で
は
月
に
桂
の
木
が
生
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
木
の
葉
と
い
う
意
味
で
『葉
月
』と
よ
ば
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
辺 

 
 

 
 

 
 

『八
月
の
花
』 

向
日
葵
（ひ
ま
わ
り
）、
朝
顔
、
百
日
紅
（さ
る
す
べ
り
）、
カ

ン
ナ
、
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
、
大
待
宵
草
（お
お
ま
つ
よ
い
ぐ
さ
）、

百
日
草
、
下
野
草
（し
も
つ
け
そ
う
）、
鷺
草
（さ
ぎ
そ
う
）、

ツ
ユ
ク
サ
、
コ
マ
ク
サ
、
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
、
子
鬼
百
合
、
夕
菅
、
山

百
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『八
月
の
言
葉
』 

 

も
し
神
の
刑
罰
と
い
う
も
の
が
あ
る
す
れ
ば
、
そ
れ

は
事
業
の
失
敗
で
は
な
い
、
生
活
の
困
難
で
は
な
い
、
家

庭
の
不
和
で
は
な
い
、
実
に
、
死
そ
の
も
の
で
も
な
い
。

こ
れ
ら
は
皆
艱
難
不
幸
天
罰
の
う
ち
に
数
え
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
も
し
神
の
刑
罰
と
い
う
も
の
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
神
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。
未
来
と
天
国
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

聖
書
を
読
ん
で
も
意
味
が
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

感
謝
の
心
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
俗
人
の
よ
う
に
万
事

万
物
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
真
の
災
難
で
あ
る
。

最
も
重
い
刑
罰
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（内
村
鑑
三
『続
一
日
一
生
』七
月
十
四
日
） 

      



『八
月
の
暦
』 

 
 

 
一 

日 
 

八
朔
、
水
の
日 

 
 

 

二 
日 

 

青
森
ね
ぶ
た
祭
り
、
鬼
貫
忌 

 
 

 
 

 
   

何
ゆ
へ
に
長
（
な
が
）
み
じ
か
あ
る 

 
 
 
 

 
 

 
 

氷
柱
（
つ
ら
ら
）
ぞ
や 

（
上
島
鬼
貫
） 

 
 

 

四 

日  

京
都
北
野
天
満
宮
例
祭 

 
 

 

五 

日 
 

山
形
花
形
祭
り 

    

六 

日  

広
島
平
和
記
念
日
、
仙
台
七
夕 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
説
に
は
広
島
で
の
原
爆
に
よ
り
昭
和
２
０
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
２
月
ま
で
に
１
４
万
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い 

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

七 

日 
 

鼻
の
日 

 
 

 

八 

日 
 

立
秋 

 
 
  

九 

日 
 

長
崎
原
爆
の
日 

人
口
２
４
万
人
の
う
ち
七
万
四
千
人
が
亡

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

  
 

十
一
日 

 

山
の
日 

 
 

 

十
三
日 

 

月
遅
れ
盆
迎
え
火 

 

十
五
日 

 

旧
盆
、
終
戦
記
念
日 

十
六
日 

 

月
遅
れ
盆
送
り
火 

十
八
日 

 

伝
教
大
師
誕
生
会 

 
 

二
十
三
日 

 

処
暑 

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

平
成
三
十
一
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

 

三
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お
り
ま
す 

  
が
、
救
急
で
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多
く
、
全
員
の
予
約
制  

は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。
ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お

あ
り
の
方
に 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
日
ま
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

 

四
、
群
馬
県
保
険
医
協
会 

二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇 

h
ttp://

w
w
w
.raijin.com

/
ken

ko/
 

          

、
開
院
１
７
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト 

 

 
 

７
月
１
８
日
（午
後
七
時
か
ら
当
院
待
合
室
で
華
々
し
く

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト
の
鶴
渕
千
景
さ
ん
、
ピ
ア

ノ
の
田
中
悠
一
郎
さ
ん
、
譜
面
を
飯
塚
友
子
さ
ん
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
曲
目
は
、 

 

ダ
マ
ー
ス 

 
 

 
 

演
奏
用
ソ
ナ
タ 

 

フ
ォ
ー
レ 

 
 

 
 

コ
ン
ク
ー
ル
用
小
品 

 
 

 
 

サ
ン
サ
ー
ン
ス 

 
 

鳥
籠
、
白
鳥
、 

序
奏
と
ロ
ン
ド
カ
プ
リ
チ
オ
ー
ソ 

 
 

 
 

真
夏
の
果
実
、
雪
の
華
、
ア
イ
デ
ア
、
家
族
に
な
ろ 

う
よ
、
未
来
予
想
図Ⅱ

 
 

な
ど 

月 便秘について 

火 ステロイドとは 

水 夜中の歯痛 

木 噛む力を鍛えましょう 

金 こどもの夏風邪 

土 金属アレルギー 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


    
   

琵
琶
湖
周
航
の
歌 

 
 

 

作
詞 

小
口
太
郎 

作
曲 

吉
田
千
秋 

    一 
わ
れ
は
湖
（う
み
）
の
子 

さ
す
ら
い
の 

 
 

 
 

旅
に
し
あ
れ
ば 

し
み
じ
み
と 

 
 

 
 

昇
る
狭
霧
（
さ
ぎ
り
）や 

さ
ざ
な
み
の 

 
 

 
 

滋
賀
の
都
よ 
い
ざ
さ
ら
ば 

二 

松
は
緑
に 

砂
白
き 

 
 

 
 

雄
松
（お
ま
つ
）
が
里
の 
乙
女
子
は 

 
 

 
 

赤
い
椿
の 

森
か
げ
に 

 
 

 
 

は
か
な
い
恋
に 

泣
く
と
か
や 

三 

波
の
間
に
間
に 

漂
え
ば 

 
 

  

赤
い
泊
火
（
と
ま
り
び
） 

懐
か
し
み 

 
  

 

行
方
定
め
ぬ 

浪
枕 

 
 

  

き
ょ
う
は
今
津
か 

長
浜
か 

四  

瑠
璃
の
花
園 

珊
瑚
の
宮 

 
 

  

古
い
伝
え
の 

竹
生
島
（ち
く
ぶ
じ
ま
） 

 
 

  

仏
の
御
手
に 

抱
か
れ
て 

 
 

  

眠
れ
乙
女
子 

安
ら
け
く 

  

五 

矢
の
根
は
深
く 

埋
（
う
ず
）
も
れ
て 

夏
草
し
げ
き 

堀
の
あ
と 

古
城
に
ひ
と
り 

佇
（た
た
ず
）
め
ば 

比
良
も
伊
吹
も 

夢
の
ご
と 

 
 

 
 

 

六 

西
国
十
番 

長
命
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

汚
（け
が
）れ
の
現
世
（う
つ
し
よ
）遠
く
去
り
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

黄
金
の
波
に 

い
ざ
こ
が
ん 

語
れ
我
が
友 

熱
き
心
（む
ね
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（大
正
七
年
） 

三
高
（現
在
の
京
都
大
学
）水
上
部
で
毎
年
七
月
に

行
わ
れ
る
「琵
琶
湖
周
航
」は
、
明
治
二
十
六
年
か
ら

始
め
ら
れ
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で
す
。

大
津
市
内
の
三
保
が
崎
か
ら
出
た
ク
ル
ー
は
進
路
を

真
北
に
と
り
、
左
手
に
比
叡
山
、
比
良
山
地
を
見
な

が
ら
雄
松
を
通
り
今
津
に
向
か
う
。
琵
琶
湖
最
北
の

島
、
竹
生
島
か
ら
長
浜
、
彦
根
、
長
命
寺
を
通
り
、
出

発
点
の
三
保
が
崎
に
帰
る
全
長
百
五
十
キ
ロ
の
コ
ー
ス

で
、
四
泊
の
日
程
を
要
す
る
厳
し
い
冒
険
の
旅
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

大
正
六
年
、
水
上
部
員
だ
っ
た
小
口
太
郎
が
七
五

調
の
歌
詞
の
一
部
を
つ
く
り
、
仲
間
の
部
員
が
、
当
時

よ
く
歌
わ
れ
て
い
た
『ひ
つ
じ
草
』と
い
う
歌
の
メ
ロ
デ

ィ
を
当
て
て
歌
っ
た
と
こ
ろ
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
が
見
事

に
合
致
し
、
大
正
七
年
、
「琵
琶
湖
周
航
の
歌
」と
し

て
完
成
し
た
。 

原
曲
の
『ひ
つ
じ
草
』は
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
「睡
蓮
」を
吉

田
千
秋
が
翻
訳
し
、
作
曲
し
た
も
の
で
、
大
正
４
年
雑

誌
『音
楽
界
』に
発
表
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
吉

田
は
十
五
歳
で
結
核
に
か
か
り
、
明
治
四
十
五
年
に

東
京
農
大
に
入
学
し
た
が
、
病
状
悪
化
で
同
年
生
ま

れ
故
郷
の
新
潟
新
津
に
戻
り
大
正
八
年
、
二
十
四
歳

で
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

小
口
太
郎
は
、
明
治
三
十
年
、
長
野
県
岡
谷
市
に
生

ま
れ
、
三
高
を
卒
業
し
東
京
帝
大
（現
在
の
東
京
大

学
）理
学
部
に
進
み
、
「
有
線
お
よ
び
無
線
多
重
電
信

電
話
法
」で
各
国
の
特
許
を
取
得
し
て
い
る
。
そ
の
後

「東
京
帝
大
航
空
研
究
所
」に
勤
務
し
て
い
た
時
は
、

物
理
学
者
で
随
筆
家
の
寺
田
虎
彦
が
研
究
所
所
員

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
指
導
を
受
け
て
い
た
。
の
ち

に
神
経
症
で
東
京
多
摩
の
病
院
入
院
中
、
自
ら
命
を

絶
っ
て
し
ま
っ
た
。 

「琵
琶
湖
周
航
の
歌
」は
「水
上
部
歌
」と
し
て
誕
生

し
や
が
て
三
高
の
「寮
歌
」と
な
る
。
さ
ら
に
町
へ流
れ

出
て
、
昭
和
三
十
年
中
ご
ろ
か
ら
は
「う
た
ご
え
喫
茶
」

な
ど
の
愛
唱
歌
と
し
て
親
し
ま
れ
、
全
国
に
広
が
っ
た
。

昭
和
四
十
六
年
、
加
藤
登
紀
子
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
、

大
ヒ
ッ
ト
曲
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
習
研
究
社
『
私
の
心
の
歌 

夏
』
参
考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        



 
 

け
ん
こ
う 

（一
一
七
） 

肥
満 

２
０
１
９ 

 
 

 

は
じ
め
に 

 
   

肥
満
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
し
、
説
明
し
ま

す
。 

 
 

 

１
．
日
本
人
は
軽
度
の
肥
満
で
も
病
気
が
起
こ 

 

 
 

し
や
す
い
。 

肥
満
の
原
因
と
太
る
仕
組
み
は
、
何
で
し
ょ 

う
？ 

 

２
．
肥
満
改
善
は
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
病
気
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

３
．「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
タ
イ
プ
の
肥
満
は
様
々

な
病
気
を
引
き
起
こ
す
た
め
、
早
急
に
ダ
イ
エ

ッ
ト
を
始
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

４
．
健
康
的
に
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
継
続
で
き

る
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
と
は
？ 

 
 

 

一
、
日
本
人
の
肥
満
の
特
徴 

ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
肥
満
の
割
合
は
、 

成
人
男
性
で
３
１
．
３
％
、 

成
人
女
性
で
２
０
．
６
％ 

 

で
す
。 

欧
米
に
比
べ
て
日
本
人
の
肥
満
の
程
度
は
軽
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
の
人

々
は
、
軽
度
の
肥
満
で
も
病
気
を
発
症
し
や
す
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
、
肥
満
の
原
因 

そ
の
理
由
は
内
臓
脂
肪
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
内
臓
脂
肪
蓄
積
に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
か
ら
で
す
。 

な
ぜ
太
る
か
と
い
う
と
、
食
事
か
ら
摂
取
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
回
っ
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
余
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脂
肪

と
し
て
貯
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
次
の

こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

① 

食
べ
過
ぎ
・運
動
不
足
・・・中
高
年
以
降
で
は
、

運
動
す
る
習
慣
が
特
に
な
い
人
で
は
同
じ
食
事
量

だ
と
基
礎
代
謝
量
低
下
の
た
め
代
謝
さ
れ
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
余
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
基
礎
代
謝

量
は
１
０
歳
代
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
低
下
し
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
② 
ス
ト
レ
ス
・心
配
事
が
多
い
・・・ス
ト
レ
ス
が
多
い

と
交
感
神
経
が
活
発
化
し
、
食
べ
る
量
が
増
え
、
食

べ
た
も
の
の
代
謝
が
滞
り
、
脂
肪
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
の
や
け
食
い
も
肥
満
の
一
因
と
な
り

ま
す
。 

③ 

不
規
則
な
生
活
、
寝
不
足
、
寝
過
ぎ…

夜
勤
残

業
な
ど
で
不
規
則
な
生
活
が
続
く
と
、
適
切
な
時

間
に
食
事
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、
外
食
が
多
く
な

り
食
生
活
の
乱
れ
か
ら
肥
満
に
な
り
ま
す
。
寝
不

足
や
寝
す
ぎ
で
は
食
欲
を
抑
え
る
レ
プ
チ
ン
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
の
放
出
が
減
り
、
逆
に
食
欲
を
増
す

グ
レ
リ
ン
分
泌
が
増
え
て
食
べ
過
ぎ
に
よ
る
肥
満
に

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

二
、
肥
満
の
判
定 

 

 
 

 

・ 

世
界
的
に
は
、
体
格
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
３
０
以
上
の 

 

場
合
肥
満
と
さ
れ
ま
す
が
、
日
本
人
の
場
合
、 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
２
５
以
上
３
０
未
満
の
軽
度
肥
満
で
も
、 

健
康
への
影
響
が
大
き
い
危
険
な
状
態
だ
と
判
断

さ
れ
ま
す
。 

 
 

 

三
、
肥
満
の
悪
循
環 

少
し
太
っ
て
き
た
か
な
と
い
う
状
態
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
さ
ら
に
肥
満
が
進
ん
で
な
か
な
か
痩

せ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
肥
満
の
悪
循
環
と

言
い
ま
す
。 

脂
肪
細
胞
は
体
の
機
能
を
整
え
る
様
々
な
生
理
活

性
物
質
や
ホ
ル
モ
ン
を
放
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
う



ち
の
一
つ
で
あ
る
レ
プ
チ
ン
は
、
体
の
脂
肪
を
一

定
量
に
保
つ
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
脂
肪
細
胞

に
脂
肪
が
た
ま
り
過
ぎ
る
と
レ
プ
チ
ン
の
働
き
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

肥
満
の
悪
循
環
に
陥
ら
な
い
た
め
の
工
夫 

 
 

 

① 

毎
日
体
重
測
定
、
記
録 

食
事
量
や
内
容
も 

 

 
 

 
 

 

メ
モ
し
て
お
く
と
有
益
で
す
。 

 
 

 

② 

食
事
の
内
容
に
気
を
付
け
る
。 

食
物
繊
維
を 

 

 
 

 
 

 

多
く
含
む
食
品
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
少
な
く 

 
 

 
 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
す
ぎ
を
防
ぐ
た
め
に
ダ
イ 

 
 

 
 

 

エ
ッ
ト
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 
 

 

肥
満
と
腸
内
細
菌
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

肥
満
の
あ
る
人
は
、
肥
満
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ 

 
 

 

短
鎖
脂
肪
酸
を
作
り
出
す
腸
内
細
菌
が
少
な
い 

 
 

 

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
は
腸
内
で
こ
の 

 
 

 

短
鎖
脂
肪
酸
に
変
わ
る
の
で
、
肥
満
改
善
に
効
果 

 
 

 

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。  

 

四
、
肥
満
の
全
身
へ
の
影
響 

 
 

 

肥
満
は
全
身
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い

て
示
し
ま
す
。 

 
   

①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 

 
 
 
 

②
高
尿
酸
血
症⇒

痛
風 

 
 
 
 

③
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞 

 
 
 
 

④
脳
梗
塞 

 
 
 
 

⑤
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患 

（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
） 

 
 
 
 

⑥
腎
臓
病 

 
 
 
 

⑦
月
経
異
常
・
不
妊 

 
 
 
 

⑧
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群 

 
 
 
 

⑨
膝
・
股
関
節
・
背
骨
・
手
指
な
ど
の
関
節
疾
患 

 
 
 
 

⑩
癌 

 
 
 

五
、
内
臓
脂
肪
と
異
所
性
脂
肪 

 
 

 

健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
内
臓
脂
肪 

 
 

 

内
臓
脂
肪
が
た
ま
り
過
ぎ
る 

 
 

 

→
脂
肪
細
胞
に
炎
症
が
起
き
る 

 
 

 

→
脂
肪
細
胞
か
ら 

 
 

 
 

 

Ｔ
Ｎ
Ｆ
―α

、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
、
ア
ン
ギ
オ
テ
ン 

 
 

 
 

 

シ
ノ
ー
ゲ
ン
、
Ｐ
Ａ
Ｉ-Ⅰ

 
 

 
 
 
 
 
 

な
ど
の
生
理
活
性
物
質
に
異
常
が
起
き
る 

 
 

 
→
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
筋
梗
塞
・狭
心
症
、
が
ん 

 
 
 

 
 

が
起
き
や
す
く
な
る 

    

健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
異
所
性
脂
肪 

本
来
は
脂
肪
が
た
ま
ら
な
い
場
所
に
蓄
積
す
る 

 

１
．
脂
肪
肝 

 
 

肝
臓
の
細
胞
に
炎
症
→
肝
硬
変
・ 

肝
癌 

 

２
．
脂
肪
筋 

 

血
中
の
ブ
ド
ウ
糖
を
筋
肉
内
に
取
り
込
め
な
い

→
糖
尿
病
発
症
し
や
す
い 

３
． 

脂
肪
膵 

 

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
障
害 

→
糖
尿
病
を
起
こ
し
や
す
い 

 
 

六
、
肥
満
に
よ
る
病
気
を
防
ぐ
に
は 

 
 

 

内
臓
脂
肪
、
異
所
性
脂
肪
の
特
徴
に
つ
い
て 

 
 

 
 

① 

内
臓
脂
肪
や
異
所
性
脂
肪
に
は 

 
 
 
 
 

「
た
ま
り
や
す
く
減
り
や
す
い
」 

 
 
 
 
 
 

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す 

② 

ダ
イ
エ
ッ
ト
で
体
重
を
減
ら
す
と
、
内
臓
脂 

 

肪
、
異
所
性
脂
肪
も
減
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す 

 
 

七
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
必
要
か
ど
う
か
の
目
安 

 
 

 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
な
く
、 

① 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 

② 

肥
満
に
伴
う
病
気
が
あ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が 

 
 

 
 

重
要
で
す 

 
 

      

 



自
分
の
肥
満
の
タ
イ
プ
を
知
ろ
う 

 
 

 

 
 

八
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
ダ
イ
エ
ッ
ト 

 
 

 

内
臓
脂
肪
は
皮
下
脂
肪
よ
り
た
ま
り
や
す
く
な 

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。 

３
―
６
か
月
で
、
現
体
重
の
３
％
減
量
。 

 
 
 

わ
ず
か
３
％
で
、 

 
 

 
 

① 

血
圧 

 
 

 
 

② 

血
糖
値 

 
 

 
 

③ 

脂
質 

 
 
 

の
改
善
が
み
ら
れ
る
。 

九
、
皮
下
脂
肪
型
肥
満
の
ダ
イ
エ
ッ
ト 

 
 

内
臓
脂
肪
に
比
べ
る
と
落
ち
に
く
い
の
で 

 

 
 

 

３
―
５
％
／
６
―
１
２
か
月 

 

 
 

減
量
を
目
標
に
。 

 
 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
自
転
車
こ
ぎ
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー 

 

を
消
費
し
な
が
ら
、
筋
肉
量
を
増
や
す
運
動
が
お
勧

め
で
す
。
筋
肉
が
つ
く
と
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
リ
バ
ウ

ン
ド
（
体
重
が
元
に
な
る
こ
と
）
が
起
き
に
く
く
な

る
。 

皮
下
脂
肪
型
肥
満
は
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
よ
う
に 

 

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
は
低

く 

今
す
ぐ
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
必
要
は
な
い
が
、
放
置
に

よ
り
、
膝
や
股
関
節
、
背
骨
な
ど
の
負
担
と
な
っ
て
、

関
節
疾
患
を
招
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
眠
っ
て
い
る
間
に
一
時
的
に
呼
吸
が
止
ま
る
睡 

 
 

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
も
、
皮
下
脂
肪
が
気
道
を
圧

迫
し
て
狭
く
な
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

女
性
の
場
合
、
肥
満
が
あ
る
と
月
経
異
常
や
不
妊
に 

つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
閉

経
後
の
女
性
で
は
、
乳
が
ん
の
発
症
と
の
関
連
も
わ
か

っ
て
い
ま
す
。 

「 

皮
下
脂
肪
型
肥
満
だ
か
ら
大
丈
夫
」な
ど
と
考
え 

 

ず
に
、
時
間
を
か
け
て
体
重
を
減
ら
す
と
よ
い
で
し
ょ

う
。 

 

 

十
、
特
定
健
診
の
す
す
め 

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
内
臓
脂
肪
型
肥 

 

満
の
早
期
発
見
を
め
ざ
す
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て

い
ま
す
。
年
に
１
回
の
特
定
健
診
健
診
（
通
称
・

メ
タ
ボ
検
診
）
で
す
。
４
０
―
７
４
歳
ま
で
が
対

象
で
す
。 

十
一
、
健
康
的
に
痩
せ
る
に
は 

 
 

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
目
標
は
体
重
を
減
ら
す
こ
と
で
は
な
く
、 

病
気
の
予
防
と
健
康
維
持
す
る
た
め
で
す
。 

１
．
急
激
な
減
量
を
し
な
い 

 
 

筋
肉
量
も
減
っ
て
し
ま
う
→
消
費
エ
ネ
ル
ギｰ

減
少 

 
 

→
痩
せ
に
く
い 

 

２
．
３
％
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
・
・
３
―
６
か
月
か
け
て 

例
：
体
重
６
０
㎏
の
人 

１
．
８
㎏/

３
―
６
か
月
で 

３
．
毎
日
の
体
重
測
定
：
体
重
増
減
の
原
因
に
気
付
く 

４
．
毎
日
同
じ
時
間
、
同
じ
状
況
で
量
る(

起
床
、
排 

 

尿
後
が
お
勧
め) 

５
．
大
き
な
原
因
は
、
食
べ
過
ぎ 

 
 

毎
食
ご
飯
を
５
０
ｇ
減
ら
す 

(

１
日
２
０
０ 

 
 

K
ca

l

減) 

６
．
基
礎
代
謝
量
が
中
年
期
以
降
に
減
る
こ
と
を
知
る 

７
．
無
意
識
に
食
べ
る
こ
と
に
注
意
す
る 

 
 

 

早
食
い
、
つ
ま
み
食
い
は
自
覚
し
に
く
い 



８
．
『
な
が
ら
運
動
』
の
す
す
め 

 
 

 
 

① 

洗
濯
物
を
干
し
な
が
ら
ス
ク
ワ
ッ
ト 

 
 

 
② 
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
踏
み
台
昇
降 

 
 
 
 

③ 
座
っ
た
ま
ま
上
体
ひ
ね
り
、
背
中
の
ス
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 

ワ
ッ
ト 

 
 
 
 

④ 

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
多
い
人
は
３
０
分
位
に

１
回
は
立
ち
上
が
っ
て
歩
く 

 

 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
六
十
四
） 

 
 

 

ひ
げ
づ
ら 

◇
診
療
を
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
と
違
っ
て
ひ
げ
が

伸
び
た
ま
ま
入
っ
て
く
る
患
者
さ
ん
に
出
会

う
こ
と
が
あ
る
。 

「今
日
は
し
ご
と
は
お
休
み
で
す
か
？
」 

と
尋
ね
る
と
、
一
瞬
、
動
作
が
止
ま
っ
て
、 

「あ
あ
、
そ
う
だ
」 

と
髭
の
生
え
た
顎
を
さ
す
り
な
が
ら
答
え
る
。

そ
の
ま
ま
会
話
が
と
ぎ
れ
、
無
感
動
に
診
療

が
始
ま
っ
て
い
く
と
何
と
な
く
味
気
な
い
気
が

診
察
室
に
漂
う
。 

 

◆
開
業
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
八
十
を
い 

く
つ
も
超
え
ら
れ
た
ご
婦
人
が
、
い
つ
も
和
服

で
来
院
さ
れ
、
一
杯
お
し
ゃ
べ
り
を
さ
れ
帰
っ
て

行
か
れ
た
。
ふ
と
見
る
と
、
唇
と
ほ
お
に
申
し

訳
程
度
に
朱
が
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
も
急
い
で
お

家
を
出
て
こ
ら
れ
た
も
の
か
、
紅
が
唇
か
ら
は
み

出
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
ご
く
近
所
の
診
療

所
に
さ
え
こ
ん
な
身
支
度
を
さ
れ
て
来
ら
れ
る
お

姿
に
頭
が
下
が
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ
シ
ロ
イ
バ
ナ 

 
 

 
 

 
 

 

   

 
 

ご
あ
い
さ
つ 

◇
子
供
の
こ
ろ
か
ら
臆
病
で
、
父
や
姉
兄
な
ど
か
ら

は
よ
く
か
ら
か
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
暗
く
な

っ
て
か
ら
一
人
で
山
の
神
社
に
や
ら
さ
れ
た
り
、

提
灯
を
つ
け
て
ま
っ
く
ら
な
土
蔵
に
物
を
取
り
に

行
か
さ
れ
た
り
し
た
。 

◆
学
生
の
こ
ろ
、
土
曜
の
講
義
が
終
わ
る
と
前
橋
駅

か
ら
渋
川
駅
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
上
越
線
で
帰
省

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
塩
沢
駅
で
降
り
て
４
キ
ロ

の
真
っ
暗
な
道
を
山
に
向
か
っ
て
歩
く
の
だ
が
夜

の
九
時
を
過
ぎ
る
と
人
気
が
全
く
な
い
。
人
家
は

道
筋
か
ら
は
結
構
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
途

中
に
は
墓
地
が
あ
っ
た
り
、
往
時
、
露
天
の
火
葬

場
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
近
く
を
ゆ
く
わ
け

だ
か
ら
、
氷
の
よ
う
に
固
ま
っ
て
、
下
を
向
い
て
ひ

た
す
ら
家
に
向
か
っ
て
歩
い
た
も
の
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

◇
父
は
、
自
分
の
母
親
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
母
に

会
い
た
さ
に
暗
が
り
だ
け
を
求
め
て
歩
き
回
っ
て

み
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
と
う
と
う
会
え

な
か
っ
た
と
い
う
。
お
化
け
や
幽
霊
は
い
な
い
が
、

墓
地
に
は
、
悪
戯
好
き
の
若
い
衆
が
人
を
驚
か
そ

う
と
し
て
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
ち
ら
の



ほ
う
が
怖
い
と
話
し
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
、
私

も
お
化
け
幽
霊
は
い
な
い
も
の
と
信
じ
た
い
。 

◆
深
夜
に
診
療
所
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
あ
り
、

待
合
室
を
覗
い
た
と
き
ふ
と
誰
か
が
出
入
り

口
の
向
こ
う
を
通
り
過
ぎ
た
よ
う
に
見
え
る

こ
と
が
あ
る
。
亡
く
な
ら
れ
た
人
が
訪
ね
て
く

れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。 

 

「あ
あ
、
挨
拶
に
来
て
下
さ
っ
た
ん
で
す
か
、
そ

れ
で
そ
の
後
は
ど
う
で
す
か
？
」 

 
 

と
、
心
の
中
で
声
を
か
け
て
い
る
自
分
に
気
づ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

「お
や
お
や
、
臆
病
者
だ
っ
た
お
ま
え
が
・・・
」 

と
言
っ
て
い
る
父
の
視
線
を
感
じ
ま
す
。 

た
し
か
に
今
日
で
は
、
無
差
別
に
銃
を
撃
っ
た

り
、
ガ
ソ
リ
ン
を
ま
い
て
、
他
人
の
人
生
を
奪
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
事
件
の
ほ
う
が
、
格
段
に
恐

ろ
し
い
世
の
中
で
す
。 

ご
挨
拶
に
来
て
下
さ
っ
た
方
を
、
懐
か
し
く
こ

そ
思
え
、
怖
が
る
こ
と
の
あ
る
わ
け
が
あ
り
ま

せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

逆
転 

 

◇
開
業
し
て
二
十
年
近
く
な
る
と
、
当
時
よ
ち
よ

ち
歩
き
で
親
の
足
の
周
り
に
付
き
ま
と
っ
て
い
た

幼
児
が
親
の
身
長
を
遥
か
に
し
の
ぐ
身
長
に
な

り
、
母
親
を
見
下
ろ
す
く
ら
い
に
な
る
。
無
愛

想
な
態
度
に
し
て
は
お
母
さ
ん
に
付
き
添
わ
れ

て
や
っ
と
受
診
し
て
来
る
場
面
に
よ
く
出
会
う
。

一
般
に
口
が
重
く
、
目
も
合
わ
せ
ず
に
ブ
ス
ッ

と
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
「お
ー
偉
く
な
っ
た
も

ん
だ
ね
」と
心
の
中
で
思
っ
て
み
て
い
る
。 

『〇
〇
君
は
、
三
歳
の
時
、
初
め
て
こ
こ
に
来
た

ん
だ
よ
、
ま
だ
こ
ん
な
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ず
い

ぶ
ん
大
き
く
な
っ
た
ね
え
…
』 

と
語
り
か
け
る
と
、
一
瞬
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
、
そ

れ
か
ら
、
こ
生
意
気
な
髭
面
が
、
に
こ
り
と
崩

れ
て
、
む
か
し
の
あ
ど
け
な
さ
が
あ
ふ
れ
だ
し
て 

 
 

 
 

く
る
。 

そ
ん
な
再
会
・・・開
業
医
の
醍
醐
味
。 

◆
姑
の
受
診
に
付
き
添
っ
て
き
て
い
た
お
嫁
さ
ん 

が
、
あ
る
日
を
境
に
、
姑
さ
ん
に
命
令
口
調
で
話 

し
始
め
た
の
で
驚
い
た
。
こ
ち
ら
が
様
子
を
聞
い

て
も
、
嫁
さ
ん
の
顔
色
ば
っ
か
り
う
か
が
い
な
が

ら
で
、
そ
れ
で
も
よ
う
や
く
答
え
て
く
れ
る
が

な
ん
と
も
ま
だ
ら
っ
こ
し
い
。
何
と
か
明
る
い
笑

顔
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
話
し
か
け
て
も
、
お

嫁
さ
ん
が
む
す
っ
と
し
て
い
る
と
、
笑
い
か
け
た

顔
が
す
ぐ
に
こ
わ
ば
っ
て
し
ま
う
。 

 
 

自
分
が
辿
っ
て
き
た
道
、
こ
れ
か
ら
辿
る
道
、
と 

い
う
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
日
本
人
の
心
の
貧 

弱
さ
。
こ
う
い
う
診
察
は
気
が
重
く
、
早
く
終
わ 

り
に
し
た
い
。 

 

◇
往
診
し
て
い
た
あ
る
ご
家
庭
で
、
ご
高
齢
の
舅 

さ
ん
の
介
護
を
か
い
が
い
し
く
や
ら
れ
て
い
る
お
嫁

さ
ん
を
見
る
こ
と
が
あ
り
、
清
々
し
い
思
い
を
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

◆
ご
主
人
や
姑
さ
ん
の
見
て
い
る
中
で
、
「
お
父
さ
ん
」

と
声
を
か
け
て
体
を
拭
い
て
あ
げ
た
り
、
下
の
世

話
も
や
ら
れ
て
い
る
。
舅
さ
ん
は
体
は
少
し
不
自

由
で
あ
り
こ
そ
す
れ
、
体
格
も
気
持
ち
も
し
っ
か

り
さ
れ
た
方
だ
っ
た
が
、
奥
さ
ん
や
、
娘
さ
ん
で
も

こ
の
よ
う
に
は
い
く
ま
い
と
思
う
ほ
ど
素
直
に
身
を

任
せ
て
お
ら
れ
た
。 

 

◇
何
が
違
う
の
か
、
と
ず
っ
と
考
え
て
き
た
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
最
近
そ
の
舅
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。 

救
急
車
で
運
ば
れ
て
、
状
態
が
少
し
落
ち
つ
い
た
の

で
、
病
院
に
付
き
添
っ
て
い
っ
た
息
子
さ
ん
夫
妻
が

い
っ
た
ん
家
に
帰
ろ
う
と
し
た
と
き
に 

 
 

『あ
り
が
と
う
』 

 
 

と
声
を
振
り
絞
る
よ
う
に
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
。 

そ
し
て
そ
れ
が
最
後
の
会
話
に
な
っ
た
と
後
で
知

り
ま
し
た
。 



◆
ま
さ
に
、
舅
、
嫁
さ
ん
の
間
に
長
い
間
培
わ
れ
て

き
た
信
頼
と
尊
敬
・感
謝
の
念
を
お
互
い
に
醸

成
し
て
い
た
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

み
ん
な
が
誰
に
対
し
て
も
、
こ
ん
な
お
別
れ
が

で
き
た
ら
、
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

◇
旧
約
聖
書
「ル
ツ
記
」に
夫
を
亡
く
し
た
女
性
ル

ツ
が
姑
ナ
オ
ミ
と
と
も
に
暮
ら
し
、
つ
い
に
は
姑

の
親
戚
ボ
ア
ズ
と
結
ば
れ
、
そ
の
ひ
孫
に
ダ
ビ
デ

が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
二
十
八
代
あ
と
に
キ
リ
ス
ト

が
生
ま
れ
る
と
い
う
ド
ラ
マ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

隣
人
を
愛
す
る
こ
と
は
神
を
愛
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
そ
れ
で
神
様
か
ら
祝
福
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

開
院
十
七
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

◇
コ
ン
サ
ー
ト
の
十
五
年
間
の
芳
名
帳
で
す
。
他
事 

 

な
が
ら
、
歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？ 

 
 

 

 

◆
開
院
を
計
画
し
た
時
、
院
内
で
小
コ
ン
サ
ー
ト
を 

 

開
き
た
い
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
待
合
室
の

天
井
を
で
き
る
だ
け
高
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

◇
家
内
が
助
産
師
を
し
て
い
て
、
最
初
の
お
子
様
の

新
生
児
訪
問
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
の
が
、
フ
ル
ー

ト
の
鶴
渕
さ
ん
で
し
た
。 

◇
１
周
年
に
は
小
林
寿
楽
寺
先
代
ご
住
職
関
原
光
庸

師
に
「人
間
の
生
き
方
」と
い
う
講
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

２
周
年
は
鶴
渕
千
景
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
で
町
田
文

善
さ
ん
の
ギ
タ
ー
と
い
う
珍
し
い
組
み
合
わ
せ
、
以

降
は
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。 

 
 

  
 

三
～
八
周
年 

 
 

 

吉
村
武
浩
さ
ん 

九
～
十
周
年 

 
 

 
 

田
中
悠
一
郎
さ
ん 

 
 

 

十
一
～
十
二
周
年 

  

渡
会 

京
子
さ
ん 

    

十
三
周
年
～ 

 
 

 
 

 

田
中
悠
一
郎
さ
ん 

 

◇
今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
来
年
の 

予
定
を
立
て
、
当
日
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
に

何
回
も
前
橋
で
打
ち
合
わ
せ
を
や
っ
て
お
ら
れ
る

の
だ
と
の
こ
と
で
す
。
頭
が
下
が
り
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

開
演
前
の
打
ち
合
わ
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



  

  

 

◆
息
の
合
っ
た
演
奏
と
観
客
の
み
な
さ
ん
と
の
語
ら 

い
が
、
こ
の
医
院
で
お
こ
な
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
特

徴
で
す
。
子
供
さ
ん
も
数
人
お
ら
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
機
会
に
、
音
楽
や
、
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
た
と
い
う
話
を
聞
く
と
本
当
に
う

れ
し
く
感
じ
ま
す
。 

 

 



 

 

 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
来
年
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
、 

皆
様
お
元
気
で
。
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
医
院
も
コ 

ン
サ
ー
ト
も
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
来
れ
ま
し
た
こ
と
を 

忘
れ
ま
せ
ん
。 

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 


